




































































































































































n ％ n ％ n ％ 執 行 猶 予 n ％ n ％ n ％
１ ０．４ ０ ０．０ ０ ０．０ ６月未満 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
７１ ２７．６ ０ ０．０ ２ ０．０ ６月以上１年未満 １ ０．５ ０ ０．０ ０ ０．０
１０８ ４２．０ ２ １６．７ ２１ １．９ １年以上１年６月未満 ４０ １８．０ ０ ０．０ ０ ０．０
３５ １３．６ １ ８．３ １８ ４．７ １年６月以上２年未満 ６３ ２８．４ ０ ０．０ ０ ０．０
１６ ６．２ １ ８．３ １７ ４．４ ２年以上２年６月未満 ４７ ２１．２ ０ ０．０ ０ ０．０
４ １．６ １ ８．３ １９ ２．８ ２年６月以上３年以下 ２５ １１．３ ０ ０．０ １ ５．０
２３５ ９１．４ ５ ４１．７ ７７ ８１．９ 合計（執行猶予） １７６ ７９．３ ０ ０．０ １ ５．０
n ％ n ％ n ％ 実 刑 n ％ n ％ n ％
２ ０．８ ０ ０．０ ０ ０．０ ６月未満 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
８ ３．１ ０ ０．０ ０ ０．０ ６月以上１年未満 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
６ ２．３ ０ ０．０ １ ０．３ １年以上１年６月未満 １６ ７．２ ０ ０．０ ０ ０．０
４ １．６ １ ８．３ ５ ０．０ １年６月以上２年未満 ５ ２．３ ０ ０．０ ０ ０．０
１ ０．４ ０ ０．０ ６ １．４ ２年以上２年６月未満 １２ ５．４ ０ ０．０ ０ ０．０
１ ０．４ ４ ３３．３ ４ ０．６ ２年６月以上３年以下 ８ ３．６ ０ ０．０ １ ５．０
０ ０．０ ２ １６．７ １ ０．３ ３年超え５年以下 ２ ０．９ ３ ４２．９ １０ ５０．０
０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ５年超え１０年以下 ３ １．４ ４ ５７．１ ７ ３５．０
０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １０年超え１５年以下 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ １５年超え２０年以下 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ２０年超え３０年以下 ０ ０．０ ０ ０．０ １ ５．０




























































































































































































































































































































































































該 当 －０．２９１ ０．４８ ０．１１８
女 非該当 ０．２１６ ０．３５９ ０．２４５
該 当 ０．３８１ －０．２４－０．３２４
年齢
２０歳未満 非該当 ０．９７１－０．１４４ ０．３１８
該 当 ０．０５３－０．２２４ ０．０８８
２０～２９歳 非該当 －０．３０９ ０．４５３－０．２２２
該 当 ０．２１３ ０．２６１ ０．３７８
３０～４９歳 非該当 －０．１５ ０．０６２ ０．１４７
該 当 ０．０９３－０．３２８－０．３８２
５０～６４歳 非該当 ０．１５４ －０．２８－０．２３６
該 当 ０．０７４ ０．４５９－０．２６３
６５歳以上 非該当 ０．５８８ ０．０１ ０．４８８
該 当 －０．２６８－０．０４７ ０．３１
併合罪 非該当 －０．４８９ ０．１２３－０．１０６
該 当 －０．０６３ ０．１３９ ０．１２８
単純一罪 非該当 ０．４０２－０．３４１ ０．１７６
・科刑上一罪 該 当 ０．０８ ０．４１３ ０．１６８
累犯加重 非該当 ０．３３３ ０．１１７ ０．１６３
該 当 －０．３０７－０．０１９ ０．０１７
加害車両
普通・軽乗用車 非該当 ０．６０６－０．３５６－０．１１４
該 当 ０．２６１－０．３８６ ０．４５２
普通・軽貨物車 非該当 ０．２６３ ０．１５４ ０．４９７
該 当 ０．２３１－０．０５１－０．４１５
大型・中型自動車 非該当 －０．３３６ ０．０５６ ０．２２６
該 当 ０．１１９－０．３２１－０．０２２
二輪車（原付を含む）・その他 非該当 －０．１３６ ０．２５５－０．３１９
該 当 ０．４６－０．４１８ ０．３５
被 害 者
死亡者あり 非該当 －０．９２３－０．２８７－０．０３７
該 当 ０．６２３ ０．４ ０．３６
負傷者のみ 非該当 ０．９０３－０．４５１ ０．２３５
該 当 －１．０８２ ０．４２ ０．３１３
後遺症（最も重い負傷者） 非該当 －０．２２９－０．３９２－０．２８２
該 当 －０．５７１ ０．４４４ －０．２３
運転免許
取消・停止、無免許 非該当 ０．２３３－０．３０３ ０．１９６
該 当 ０．１６１－０．１５４ ０．４１７
ひき逃げ
救護不措置 非該当 ０．３１８－０．０７３－０．０４９
該 当 －０．３７９ ０．１９ ０．３７３
不申告 非該当 －０．１５２－０．２６９ ０．１９７
該 当 －０．０２１ ０．４９ ０．４１３
飲酒 非該当 －０．７５１ ０．１８８－０．１４２











該 当 －０．３５４ ０．４４６ ０．１４８
車両相互 非該当 ０．３２６－０．４３５ ０．０２３
該 当 ０．２１１ ０．３９１ ０．４３３
車両単独 非該当 －０．１６５ ０．０６７－０．０９３
該 当 －０．２１－０．３５６ ０．４１９
複合・その他 非該当 －０．３３ ０．０６４ ０．１４１
該 当 －０．０１３ ０．０４１ ０．２２
被害者または第三者の過失
非該当 ０．１３２ ０．２８９－０．３６７
該 当 ０．６４４－０．４８２ ０．３７６
示 談
示談の成立・成立見込み 非該当 －０．０４２－０．４７２ ０．１５９
該 当 ０．２５３ ０．０２９ ０．３９４
示談の不成立 非該当 －０．３１１ ０．１７６－０．２９２
該 当 －０．２２８－０．２０３ ０．１９７
被告人の
出 捐
被告人の全額自己負担 非該当 ０．０２４ ０．１５６ ０．３１５
該 当 ０．１０６ －０．１５ ０．２９
被告人の一部自己負担 非該当 ０．０６８ ０．４８２－０．１７３
該 当 －０．１３１－０．３２３ ０．４４８
保険による支払い・その他 非該当 －０．３９４ ０．２７９ ０．２２
該 当 －０．１８３ ０．３２６ ０．０９５
被告人の出捐なし 非該当 －０．２０１ ０．１７１ ０．４２６
該 当 ０．１３９－０．１７７ ０．４２４
前 科 の
有 無
交通違反・その他前歴 非該当 －０．２５ ０．２１４－０．１５３
該 当 －０．１２６ ０．１８９－０．１２４
罰金 非該当 －０．１９５ ０．２８１－０．３６３
該 当 ０．０１８－０．０７９－０．１６４
禁錮以上（執行猶予を含む） 非該当 －０．５８４－０．２２４ ０．４６６
該 当 ０．３２９ －０．０７ ０．１７５
前科・前歴なし 非該当 －０．０５９－０．１０９ ０．３６８
該 当 －０．２４５ ０．３６６－０．３５７
被 害 者
感 情
宥恕・寛大な刑を要求 非該当 －０．０９３ ０．４９９－０．４２９
該 当 －１．０７８－０．３０２－０．３３２
被害感情大・厳罰を要求 非該当 －１．０５－０．２７８ ０．４４９




養うべき家族がいる 非該当 －０．３０４ ０．３２２ ０．０６７
該 当 －０．２１５－０．０２４－０．０９７
身元がしっかりしている 非該当 －０．３５８ ０．２３７－０．２８１
該 当 ０．４３６ ０．３９１ ０．１３１
若年である 非該当 ０．１４－０．３８９ ０．２０６
該 当 －０．４５ ０．２３３ ０．４６７
自首した 非該当 ０．６１２ ０．１２ ０．０７１
該 当 ０．７２８ ０．２７３ ０．２６１
隠れ層１
（バイアス） ０．６８４－０．５０４
H（１：１） －２．７２６ ２．２１４
H（１：２） ０．０８９ ０．２３２
H（１：３） ０．１６９ ０．４９５
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表３ 独立変数の重要度
重要度
正規化された
重要度
男
女
２０歳未満
２０歳以上２９歳以下
３０歳以上４９歳以下
５０歳以上６４歳以下
６５歳以上
併合罪
単純一罪・科刑上一罪
累犯加重
普通・軽乗用車
普通・軽貨物車
大型・中型自動車
二輪車（原付を含む）・その他
死亡者あり
負傷者のみ
後遺症あり（最も重い負傷者）
運転免許取消・停止、無免許
救護不措置
不申告
飲酒
車両対人（自転車乗車中を含む）
車両相互
車両単独
複合・その他
被害者または第三者の過失
成立・成立見込み
不成立
被告人の全額自己負担
被告人の一部自己負担
保険による支払い・その他
被告人の出捐なし
交通違反・その他前歴
罰金
禁錮以上（執行猶予を含む）
前科・前歴なし
宥恕・寛大な刑を要求
被害感情大・厳罰を要求
養うべき家族がいる
身元がしっかりしている
若年である
自首をした
．０１１
．００９
．０３３
．０２４
．０１１
．００４
．０３１
．０１６
．０１３
．０２５
．０１６
．００３
．０２２
．０３０
．１２３
．１７６
．０１４
．００３
．０３２
．００８
．０２２
．００７
．００８
．００４
．０１５
．０２６
．０１４
．００４
．００４
．０１２
．００９
．０１５
．００５
．０１０
．０３８
．００８
．０３９
．０９３
．００５
．０３０
．０２１
．００６
６．０％
５．１％
１８．６％
１３．９％
６．０％
２．５％
１７．８％
９．０％
７．６％
１４．４％
８．９％
１．８％
１２．５％
１７．０％
７０．１％
１００．０％
８．０％
１．８％
１８．１％
４．５％
１２．６％
３．８％
４．４％
２．１％
８．３％
１４．７％
８．１％
２．５％
２．３％
６．６％
５．４％
８．６％
３．０％
５．７％
２１．６％
４．８％
２２．０％
５３．０％
２．６％
１６．９％
１２．０％
３．３％
図２ ネットワークダイ
アグラム
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いことが影響しているものと解される。
３位は「被害感情大・厳罰を要求」（０．９３【５３．０％】）であり、４位は「宥
恕・寛大な刑を要求」（０．３９【２２．０％】）であった。刑期に被害者感情が影響し
ていることが見て取れる。
５位は「禁錮以上（執行猶予を含む）」（０．３８【２１．６％】）であった。禁錮以
上の前科は、懲役３年以上とするかを判断する場合にも影響していると考えら
れる。
６位の「２０歳未満」（０．１７６【１８．６％】）と８位の「６５歳以上」（０．０３１【１７．８
％】）はともに年齢に関する因子であり、情状因子として機能しているものと
解される。
７位は「救護不措置」（０．０３２【１８．１％】）であった。ひき逃げは刑期の加重
因子として機能している。
９位は「二輪車（原付を含む）・その他」（０．０３０【１７．０％】）であった。これ
はサンプル数の少なさ（６例）が影響したものであろう。
１０位は「身元がしっかりしている」（０．０３０【１６．９％】）であった。被告人の
情状として機能している。
３．まとめ
独立変数の重要度について示された結果をまとめると、危険運転致死事犯や
同致死傷事犯の場合には、また、危険運転致傷事犯でも、被害感情が大きく、
厳罰を要求している場合には、「懲役３年超え」が判断される傾向があるとい
うことになる。これは、報告者の先行研究（拙稿「自動車運転による死傷事犯
の量刑基準」罪と罰５０巻２号（２０１３年）１６２頁以下）において「危険運転致死
傷罪と刑期の関係」をクロス集計したことで一定の傾向が看取されていたが、
今回の分析により、統計学的に検証されたと言えよう。
量刑の数量化においては、刑期の判断基準を分析するにあたり、まずは階層
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的ニューラルネットワーク（多層パーセプトロン）により、「懲役３年以下」
と「懲役３年超え」の判別を行うことが最適であることが検証された。「懲役
３年以下」の場合には、実刑か執行猶予かということにより、刑期が異なる。
実刑の場合には「求刑の８掛け（あるいは７掛け）」と言われており、執行猶
予の場合とは異なる一定のアルゴリズムが形成されている可能性が高い（もっ
とも、求刑には一定のアルゴリズムが形成されている可能性がある。したがっ
て、求刑内容について、線形もしくは非線形回帰モデルで分析していくことが
最適であろう。また、求刑内容と（実刑の場合の）刑期の関係も検証する必要
がある）。したがって、刑期の判断基準の分析を優先するよりも、実刑・執行
猶予の判断基準に関する分析を優先するほうが最適なモデル式を構築すること
ができると思われる。
この先の分析としては、「懲役３年超え」の場合、すべて実刑ということに
なり、どのような刑期判断がなされているのかだけが関心事となる。この分析
については、線形もしくは非線形回帰モデルで分析していくことが最適であろ
う。今回用いたサンプルで検証を試みたが、「懲役３年超え」が２６例と限られ
ていたため、十分な分析結果が得られなかった。これは今後の課題としたい。
本分析は、２０１１～２０１３年度学術研究助成基金助成金若手研究（B）「裁判員
裁判の量刑判断に関する数量化モデルの基礎的研究」（研究代表者：柴田守）
（課題番号２３７３００６９）の助成を受けた研究の成果の一部である。
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